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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】ロータまたは他のバランシング（バランス調整
）機械要素の位置的正確性と再現可能な収容および保持
を可能にするバランシングアダプタを提供すること。
【解決手段】本発明はバランシングマシンの機械部分で
ロータ２を固定するためのバランシングアダプタに関す
る。バランシングアダプタは、回転軸３の周囲を回転し
、ロータ２のための中心的保持開口部５を備えた主本体
４と、保持開口部５でロータ２を着脱可能に保持するた
めのクランプ要素１５を備えたコレットチャック１２と
、クランプ位置と解放位置との間でクランプ要素１５を
動かす駆動装置１１とを含んでいる。ポジション的に正
確で再現可能な収容と保持を可能にするため、コレット
チャック１２のクランプ要素１５は、主本体４でガイド
面１９上に支持される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　バランシングマシンの機械部分でロータ（２）を固定するためのバランシングアダプタ
であって、
　当該バランシングアダプタは、回転軸（３）の周囲を回転するものであり、
　当該バランシングアダプタは、前記ロータ（２）のための中心的保持開口部（５）を備
えた主本体（４）と、前記保持開口部（５）で前記ロータ（２）を着脱可能に保持するた
めのクランプ要素（１５）を備えたコレットチャック（１２）と、クランプ位置と解放位
置との間で前記クランプ要素（１５）を動かす駆動装置（１１）と、を含んでおり、
　前記コレットチャック（１２）の前記クランプ要素（１５）は、前記主本体（４）でガ
イド面（１９）上に支持される、
　ことを特徴とするバランシングアダプタ。
【請求項２】
　前記駆動装置（１１）は、ガイドスリーブ（２０）内で軸方向に運動が可能なピストン
（２１）を含んでいる、
　ことを特徴とする請求項１記載のバランシングアダプタ。
【請求項３】
　前記コレットチャック（１２）は前記ピストン（２１）と堅固に接続されている、
　ことを特徴とする請求項２記載のバランシングアダプタ。
【請求項４】
　減衰体（４０）が、前記ピストン（２１）と前記主本体（４）との間に配置されている
、
　ことを特徴とする請求項２または３記載のバランシングアダプタ。
【請求項５】
　前記ピストン（２１）は、前記主本体（４）の停止面（３９）に配置するための停止面
（３８）を備えた停止部（３７）を含んでいる、
　ことを特徴とする請求項２から４のいずれか１項に記載のバランシングアダプタ。
【請求項６】
　前記ピストン（２１）の上方前部に固定された放出体（３３）が前記コレットチャック
（１２）内に配置されている、
　ことを特徴とする請求項２から５のいずれか１項に記載のバランシングアダプタ。
【請求項７】
　前記放出体（３３）は、前記ピストン（２１）のポケット孔（３５）にネジピン（３４
）を介して固定されている、
　ことを特徴とする請求項６記載のバランシングアダプタ。
【請求項８】
　前記主本体（４）は、前記ガイドスリーブ（２０）のための内側シリンダ状ガイド面（
２３）を含んでいる、
　ことを特徴とする請求項２から７のいずれか１項に記載のバランシングアダプタ。
【請求項９】
　前記内側シリンダ状ガイド面（２３）は、前記主本体（４）のシリンダ状ヒール部（２
４）に配置されている、
　ことを特徴とする請求項８記載のバランシングアダプタ。
【請求項１０】
　前記シリンダ状ヒール部（２４）は、その外側に、前記回転機械部分の対応する心出し
保持部での保持作用のための心出し面（２５）を含んでいる、
　ことを特徴とする請求項９記載のバランシングアダプタ。
【請求項１１】
　前記ピストン（２１）は、前記ガイドスリーブ（２０）の回転要素（２６）が提供され
たストレージソケット（２７）に保管される、
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　ことを特徴とする請求項２から１０のいずれか１項に記載のバランシングアダプタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は請求項１の前文によるアダプタに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＤＥ２９９８０１８１Ｕ１から、回転機械要素を固定するためのクランプ（固定）装置
を備えたアダプタ機械は知られている。このクランプ装置は、回転機械要素のための中心
保持開口部を備えた主本体と、コレットチャックのためのチャック駆動装置とを含む。チ
ャック駆動装置は主本体に対して軸方向に調節が可能である。この知られたバランシング
マシンのクランプ装置では、機械要素はツール保持具のコレットチャックに鉤爪形状のク
ランプ要素によって保持される。クランプ動作のため、コレットチャックのクランプ要素
は、チャック駆動装置の駆動ヘッドの支持面上で支持される。チャック駆動装置は回転接
触支持面によって主要部体に支持され、一方、この主要部体は主本体にネジ固定される。
しかしながら、そのような接続と、クランプ要素のための支持面と主本体との間の多数の
接続部位の存在とによって、心出し（センタリング）に関する問題が発生する可能性があ
り、ツール保持具の同心性に対してネガティブな影響を及ぼすことがあり得る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】ＤＥ２９９８０１８１Ｕ１
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明の目的は、ロータまたは他のバランシング（バランス調整）機械要素の位置的正
確性と再現可能な収容および保持を可能にするバランシングアダプタを提供することであ
る。
【０００５】
　この目的は、請求項１の特徴を備えたバランシングアダプタによって達成される。本発
明の好適で有利な実施形態は従属請求項の主題である。
【０００６】
　本発明のバランシングアダプタでは、コレットチャックのクランプ要素は主本体のガイ
ド面で支持される。このように、クランプ要素のポジショニングの高度な正確性は主本体
の装着面に対して得られる。クランプ要素であるクランプヘッドは機械要素に対して対称
的に配置されるため、クランプ作用も対称的に実行される。よって、クランプ作用の反復
的正確性にネガティブな影響を及ぼす可能性がある半径方向力は介在しない。クランプ要
素のための追加のガイド部品も不要である。よって、部品の数、および製造または設置の
ためのコストが低減できる。また、回転質量の低重量のおかげで、測定精度を向上させる
ことができ、測定結果が改善できる。
【０００７】
　１好適実施形態では、駆動装置はガイドスリーブ内で軸方向に運動できるピストンを含
む。このピストンは、例えば、空力学的、水力学的、または他の適した手段で駆動できる
。
【０００８】
　１好適実施形態では、コレットチャックはピストンに堅固に接続される。従来の実施形
態では、このようなことは可能ではなかった。なぜなら、部材の不正確性を補うためにコ
レットチャックは動ける状態でなければならなかったからである。ピストンとのコレット
チャックの堅固な接続によって、相相互に移動可能な部品の数は減少するため、さらに高
い測定精度および反復精度が得られる。
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【０００９】
　別実施形態では、ピストンと主本体との間に減衰要素が配置される。ロータを緩めるた
めに駆動装置は主本体内に送り込まれる。従って、発生される衝撃は、ロータを、特に小
型ロータを緩めるだけでなく、それを保持開口部から完全に放出する危険が存在する。例
えば、スポンジゴムで製造できる減衰要素によって、このネガティブな影響は回避される
。
【００１０】
　ピストンは、主本体の停止面に配置するための停止面を備えた停止部を有することがで
きる。これら停止面は主本体に近接して形成されるか、主本体自体によって形成されると
いう事実に鑑みると、非常に少ない製造上の許容誤差がそれら停止面のポジションに影響
を及ぼすため、精度に対する高い要求にもかかわらず、停止の追加的調整機構は不要であ
る。
【００１１】
　別な有利な実施形態では、ロータを放出する放出体がコレットチャック内に提供され、
解放ストローク内でロータを放出する。この放出体は、好適にはピストンと一体的な部品
として設計され、あるいはネジピンを介してピストンのポケット孔内に固定されるように
設計されている。ピストンは、例えば圧力媒体によって動くので、ピストンの封止は非常
に重要である。ポケット孔は、放出体の保持部によるピストンのブリーチングがなく、よ
って他の封止手段が不要であるという利点を有する。
【００１２】
　別な有利な形態では、スリーブをガイドするための内側シリンダ状ガイド面が主本体の
シリンダヒール部に位置し、回転機械部分の対応する心出し（センタリング）保持部に保
持するための心出し面はシリンダ状ヒール部の外側に位置する。このように、心出しのた
めに使用される主本体のガイド面または心出し面は軸方向で重なり、コンパクトなデザイ
ンと低重量が可能になる。
【００１３】
　ピストンの運動中の摩擦を減らし、遊びなく低プレテンションでピストンを心出しする
ために、ピストンは回転要素が提供されているストレージソケットを介してガイドソケッ
ト内に保管できる。
【００１４】
　本発明の他の特徴および利点は、単一の図１の助けを借りて１好適実施例の以下の説明
から導かれるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】図１は、本発明のバランシングアダプタを縦方向の断面で図示している。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　図１で示すバランシングアダプタ１は、バランシングマシンの機械部分で回転軸３の周
囲を回転するロータ２を固定することを意図する。バランシングアダプタ１は主本体４を
含む。主本体４は、例えば、バランシングマシンの機械主軸で固定でき、回転軸３に対し
て中心的に存在するロータ２の連結シャフト６のための保持開口部５を有する。ロータは
、例えば、ドリル用、粉砕用または研磨用のツールのためのもの、または別なバランシン
グマシン用であることができる。図示の実施例では、ロータ２は円錐形状の連結シャフト
６と、拡大されたクランプヘッド８を備えた下方のシリンダクランプピン７とを含む。主
本体４の保持開口部５は、円錐形状の連結シャフト６のための上方の円錐状の装着面９と
、拡大されたクランプヘッド８を備えたクランプピン７を保持するための下方の領域１０
とを有する。
【００１７】
　コレットチャック１２の駆動装置１１は主本体４の下方に位置する。コレットチャック
１２は、環状ソケット１３と、軸方向スリットによって周囲方向で互いに離れているいく
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主本体４の保持開口部５にロータ２を着脱可能に保持するためにそれら突出体１４の自由
端に存在する。鉤爪形状のクランプ要素１５は、クランプピン７の導入と保持、およびク
ランプヘッド８で上方の対抗面１７に配置するために放射状の内側クランプ面１６を傾斜
面に有するように設計されている。別な表面１８を介して、クランプ要素１５は、主本体
４の保持開口部５の下方の領域１０に、主本体４に対応するガイド面１９で直接的に支持
される。
【００１８】
　駆動装置１１はピストン２１を含む。ピストン２１はガイドスリーブ２０内で軸方向に
動ける。ピストン２１の上面にはコレットチャック１２が取り付けられている。ガイドス
リーブ２０は主本体４の下側にネジ２２によって取り付けられている。主本体４に対する
ガイドスリーブ２０の正確なガイドと正確な整合のために、主本体４は下方のシリンダ状
ヒール部２４に内側シリンダ状ガイド面２３を有する。シリンダ状ヒール部２４は、回転
する機械部の対応する心出し保持部における保持作用の目的で、その外側に心出し面２５
を含む。ピストン２１は、回転要素２６が提供されたストレージソケット２７を介してガ
イドスリーブ２０内を軸方向に移動可能な形態でガイドされる。ピストン２１は上方環状
停止面２９を備えた下方パイプコイル２８を有する。圧力バネ３０はピストン２１の環状
停止面２９とガイドスリーブ２０との間で固定される。
【００１９】
　コレットチャック１２は、ネジ３１で対応する窪部３２内に環状ソケット１３を介して
ピストン２１の上方前面に固定される。コレットチャック１２内にはロッド形状の放出体
３３が存在する。放出体はネジピン３４を介してピストン２１の上方前面のポケット孔３
５に固定される。さらに、上方停止面３８を備えた環状の停止部３７が、主本体４の下方
停止面３９に配置するためにネジ３６を利用してピストン２１の上方前面で固定される。
減衰体４０は環状停止部３７と主本体４との間に提供される。
【００２０】
　図１は固定されたときのバランシングアダプタ１を図示する。ピストン２１は圧力バネ
３０で下方に押圧される。ピストン２１に固定されたコレットチャック１２の鉤爪形状の
クランプ要素１５は、主本体４のガイド面１９を介して内側の固定ポジションに放射状に
押圧され、ロータ２は軸方向に導入され、クランプヘッド８の対抗面１７に隣接してクラ
ンプ要素１５のクランプ面１６を介して保持される。
【００２１】
　もしピストン２１が、例えば空気力学的に圧力バネ３０の作用力に抗して上方にずれた
ら、クランプ要素１５は保持開口部５の下方領域１０の拡大部に到達し、クランプ要素１
５は外側の解放ポジションに放射状に動くことができ、クランプヘッド８はロータ２の取
り外しのために解放できる。ピストン２１の上方への移動の際に、配置のためのロッド形
状の放出体３３もクランプヘッド８の下方前面に到達する。ロータ２は放出体３３を介し
て放出される。ピストン２１のクランプストロークは、ガイドスリーブ２０の段階で環状
の停止部３７の停止体によって制限される。解放ストロークは、主本体４の下方停止面３
９の環状停止部３７の上方停止面３８の停止体によって制限される。
【００２２】
　解放プロセスは迅速に、大きな時間的ロスなく実行できる。解放ストロークの最終段階
で、ロータ２は、放出体３３で主本体４から遠くに放出されて緩められ、手によって取り
出せる。解放プロセス時の衝撃は、例えば、スポンジゴムで製造され、環状の停止部３７
と主本体４との間に位置する減衰体によって減衰できる。このように、特に小型ロータ２
の場合に、主本体は完全に放出されることが防止される。
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【図１】

【手続補正書】
【提出日】平成29年4月28日(2017.4.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　バランシングマシンの機械部分でロータ（２）を固定するためのバランシングアダプタ
であって、
　当該バランシングアダプタは、回転軸（３）の周囲を回転するものであり、
　当該バランシングアダプタは、前記ロータ（２）のための中心的保持開口部（５）を備
えた主本体（４）と、前記保持開口部（５）で前記ロータ（２）を着脱可能に保持するた
めのクランプ要素（１５）を備えたコレットチャック（１２）と、クランプ位置と解放位
置との間で前記クランプ要素（１５）を動かす駆動装置（１１）と、を含んでおり、
　前記コレットチャック（１２）の前記クランプ要素（１５）は、前記主本体（４）でガ
イド面（１９）上に支持される、
　ことを特徴とするバランシングアダプタ。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
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（項目１）
　バランシングマシンの機械部分でロータ（２）を固定するためのバランシングアダプタ
であって、
　当該バランシングアダプタは、回転軸（３）の周囲を回転するものであり、
　当該バランシングアダプタは、前記ロータ（２）のための中心的保持開口部（５）を備
えた主本体（４）と、前記保持開口部（５）で前記ロータ（２）を着脱可能に保持するた
めのクランプ要素（１５）を備えたコレットチャック（１２）と、クランプ位置と解放位
置との間で前記クランプ要素（１５）を動かす駆動装置（１１）と、を含んでおり、
　前記コレットチャック（１２）の前記クランプ要素（１５）は、前記主本体（４）でガ
イド面（１９）上に支持される、
　ことを特徴とするバランシングアダプタ。
（項目２）
　前記駆動装置（１１）は、ガイドスリーブ（２０）内で軸方向に運動が可能なピストン
（２１）を含んでいる、
　ことを特徴とする項目１記載のバランシングアダプタ。
（項目３）
　前記コレットチャック（１２）は前記ピストン（２１）と堅固に接続されている、
　ことを特徴とする項目２記載のバランシングアダプタ。
（項目４）
　減衰体（４０）が、前記ピストン（２１）と前記主本体（４）との間に配置されている
、
　ことを特徴とする項目２または３記載のバランシングアダプタ。
（項目５）
　前記ピストン（２１）は、前記主本体（４）の停止面（３９）に配置するための停止面
（３８）を備えた停止部（３７）を含んでいる、
　ことを特徴とする項目２から４のいずれか１項に記載のバランシングアダプタ。
（項目６）
　前記ピストン（２１）の上方前部に固定された放出体（３３）が前記コレットチャック
（１２）内に配置されている、
　ことを特徴とする項目２から５のいずれか１項に記載のバランシングアダプタ。
（項目７）
　前記放出体（３３）は、前記ピストン（２１）のポケット孔（３５）にネジピン（３４
）を介して固定されている、
　ことを特徴とする項目６記載のバランシングアダプタ。
（項目８）
　前記主本体（４）は、前記ガイドスリーブ（２０）のための内側シリンダ状ガイド面（
２３）を含んでいる、
　ことを特徴とする項目２から７のいずれか１項に記載のバランシングアダプタ。
（項目９）
　前記内側シリンダ状ガイド面（２３）は、前記主本体（４）のシリンダ状ヒール部（２
４）に配置されている、
　ことを特徴とする項目８記載のバランシングアダプタ。
（項目１０）
　前記シリンダ状ヒール部（２４）は、その外側に、前記回転機械部分の対応する心出し
保持部での保持作用のための心出し面（２５）を含んでいる、
　ことを特徴とする項目９記載のバランシングアダプタ。
（項目１１）
　前記ピストン（２１）は、前記ガイドスリーブ（２０）の回転要素（２６）が提供され
たストレージソケット（２７）に保管される、
　ことを特徴とする項目２から１０のいずれか１項に記載のバランシングアダプタ。
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　本発明の他の特徴および利点は、単一の図１の助けを借りて１好適実施例の以下の説明
から導かれるであろう。
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